












次に
自分そっくりな宇宙人のいる星に

たどり着きました。

「なんでボクと同じ見た目をしているの？」
しかくい地球人は たずねます。

「生まれた時からこうだから分からないよ」
「顔も声も 背格好もボクと同じなんて変だよ」

「そうかな？」
「だってこの宇宙でボクはボクしかいないって決まっているじゃないか！」

「でも ボクがふたりいると便利だよ！ボクの代わりにボクになることができるし」

「そんなの変だよ」

「ボクとは分かり合えないな」

しかくい地球人は
また星を追い出されてしまいました。



そのあとも
しかくい地球人は
色々な星を旅しました。

色のない星、寝ることのない星、こどもがいない星……

けれども　どの星も
変な宇宙人のいる星ばかり。

自分に合う星は
ちっとも見つかりませんでした。



そうして
ふわり ふわりと宇宙の中。

しかくい地球人は

「あの星も変だ」

　　「この星も変だ」

　　　　「みんな変だよ……」

　そういいながら
　　自分にぴったりの星を求めて

今もひとり、
　　　宇宙をただよっている。




